
電力システム改革、残された課題　㊥

送電網増強、再エネ普及左右
他
地
域
に
送
電
で
き
な
い
と
再
エ
ネ
価
格
暴
落

チ
リ
は
需
要
と
供
給
の
各
中
心
地
の
市
場
統
合

日
本
は
地
域
間
連
系
線
の
容
量
の
拡
大
を
急
げ
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著
者
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
の

発
送
電
分
離
の
手
法
で
は
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
系
統
運
用
に

お
け
る
独
立
性
・
公
平
性
が
保

て
な
い
と
指
摘
し
て
き
た
。
市

場
競
争
の
根
幹
で
あ
る
送
配
電

線
の
系
統
運
用
が
大
手
電
力
会

社
の
子
会
社
に
託
さ
れ
た
こ
と

が
問
題
だ
と
考
え
る
た
め
だ
。

　
経
済
理
論
と
各
国
の
デ
ー
タ

分
析
結
果
か
ら
は
、
自
由
化
前

ま
で
地
域
独
占
企
業
だ
っ
た
大

手
電
力
の
子
会
社
に
送
配
電
線

の
系
統
運
用
を
任
せ
れ
ば
、
自

由
化
後
に
新
規
参
入
企
業
に
対

し
公
平
な
競
争
環
境
が
つ
く
れ

な
い
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
。
残

念
な
が
ら
昨
今
こ
の
問
題
が
顕

在
化
し
、
大
手
電
力
が
子
会
社

で
あ
る
送
配
電
会
社
の
顧
客
情

報
を
不
正
閲
覧
す
る
と
い
っ
た

不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る
。

　
こ
の
問
題
を
避
け
る
た
め
、

欧
米
諸
国
で
は
独
立
系
統
運
用

機
関
な
ど
の
公
的
機
関
が
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
系
統
運
用
を

担
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
市
場

設
計
を
整
え
た
う
え
で
、
各
国

は
将
来
を
見
据
え
た
次
の
課
題

に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
最

重
要
課
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
る
の
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
い
か
に
し
て
電
力
網

に
取
り
込
む
か
と
い
う
点
だ
。

　
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
エ

ネ
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

）

を
排
出
し
な
い
う
え
、
限
界
費

用
（
追
加
的
に
も
う
１
単
位
電

力
を
つ
く
る
た
め
の
費
用
）
が

ゼ
ロ
と
い
う
魅
力
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
。
一
方
で
、
再
エ
ネ
の

供
給
に
適
し
た
地
域
は
電
力
需

要
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
土
地

に
集
中
し
や
す
い
と
い
う
問
題

を
抱
え
る
。
そ
の
た
め
火
力
を

代
表
と
す
る
従
来
型
の
電
源
を

想
定
し
た
送
電
網
イ
ン
フ
ラ
で

は
再
エ
ネ
の
供
給
と
需
要
を
う

ま
く
結
べ
ず
、
空
間
的
に
市
場

の
分
断
が
生
じ
る
現
象
が
世
界

各
地
で
起
き
始
め
て
い
る
。

　
空
間
的
な
市
場
分
断
が
も
た

ら
す
１
つ
目
の
問
題
は
「
出
力

抑
制
」
だ
。
あ
る
地
域
内
の
需

要
を
上
回
る
再
エ
ネ
が
生
産
さ

れ
、
他
地
域
に
送
電
で
き
な
い

場
合
、
系
統
運
用
者
は
強
制
的

に
再
エ
ネ
の
発
電
を
抑
制
す
る

必
要
が
あ
る
。
Ｃ
Ｏ

を
排
出

せ
ず
限
界
費
用
も
ゼ
ロ
の
再
エ

ネ
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
起
き
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
問
題
は
出
力
抑
制

に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
地
域

の
再
エ
ネ
の
供
給
が
増
え
る
ほ

ど
、
地
域
内
の
卸
売
電
力
価
格

が
ゼ
ロ
に
近
づ
く
こ
と
だ
。
自

由
化
さ
れ
た
電
力
市
場
で
は
卸

売
電
力
価
格
は
限
界
電
源
の
限

界
費
用
に
依
存
す
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
再
エ
ネ
の
限
界
費

用
は
ゼ
ロ
で
あ
る
た
め
、
限
界

電
源
が
再
エ
ネ
に
な
っ
た
場

合
、
そ
の
電
力
を
他
地
域
に
送

れ
な
け
れ
ば
、
再
エ
ネ
が
集
中

す
る
地
域
の
卸
売
電
力
価
格
は

ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
問
題
は
、
世
界
中

の
電
力
市
場
で
起
き
て
い
る
。

米
国
で
は
風
力
発
電
が
豊
富
な

テ
キ
サ
ス
州
や
太
陽
光
発
電
が

急
増
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
出
力
抑
制
が
頻
発
し
、
一
部

の
電
力
卸
売
価
格
が
ゼ
ロ
も
し

く
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
が

頻
発
し
て
い
る
。
日
本
や
後
述

す
る
南
米
チ
リ
で
も
同
様
の
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。

　
出
力
抑
制
や
卸
売
価
格
の
極

端
な
低
水
準
が
継
続
す
る
と
、

再
エ
ネ
の
長
期
的
な
投
資
利
益

が
出
な
い
た
め
、
新
規
発
電
所

へ
の
投
資
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま

う
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
解
決
策
は
、
再
エ
ネ
資
源
が

潤
沢
な
地
域
と
需
要
の
中
心
地

の
間
の
送
電
網
を
増
強
し
「
市

場
統
合
」
を
進
め
る
こ
と
だ
。

地
域
間
の
送
電
容
量
に
限
り
が

あ
る
と
各
地
域
が
分
断
さ
れ
、

出
力
抑
制
な
ど
の
問
題
が
生
じ

る
。
逆
に
地
域
間
の
送
電
容
量

が
潤
沢
な
ら
ば
、
低
コ
ス
ト
で

発
電
さ
れ
た
再
エ
ネ
は
需
要
の

中
心
地
に
届
け
ら
れ
、
ク
リ
ー

ン
で
限
界
費
用
の
低
い
再
エ
ネ

の
便
益
を
国
家
全
体
で
広
域
的

に
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
各
国
は
こ
の
点
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
と
ら
え
て
い
る
。
例
え
ば
米

バ
イ
デ
ン
政
権
は
２
０
２
１
年

に
総
額
１
・
２
兆
㌦
規
模
の
予

算
を
計
上
し
た
イ
ン
フ
ラ
投
資

法
の
一
環
と
し
て
、
再
エ
ネ
促

進
の
た
め
に
送
電
網
増
強
へ
の

多
額
の
投
資
を
決
定
し
た
。

　
ま
た
チ
リ
は
米
国
に
先
駆
け

て
送
電
網
増
強
を
進
め
た
。
ア

タ
カ
マ
砂
漠
を
中
心
と
し
て
、

チ
リ
に
は
太
陽
光
に
適
し
た
広

大
な
土
地
が
あ
る
。
だ
が

年

ご
ろ
か
ら
ア
タ
カ
マ
砂
漠
周
辺

で
の
太
陽
光
発
電
が
需
要
の
中

心
地
に
行
き
届
か
な
い
問
題
が

発
生
し
た
。問
題
解
決
の
た
め
、

チ
リ
政
府
は

年
と

年
に
太

陽
光
発
電
の
中
心
地
と
需
要
の

中
心
地
を
結
ぶ
大
規
模
な
送
電

網
の
増
強
を
実
施
し
た
。

　
著
者
は
チ
リ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
の
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス

研
究
員
と
米
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ

ン
大
学
の
マ
ー
・
レ
グ
ア
ン
ト

教
授
と
と
も
に
、
チ
リ
の
送
電

網
増
強
が
再
エ
ネ
へ
の
投
資
や

国
内
全
体
で
の
発
電
費
用
に
及

ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
。
図
は
分
析
結
果
の
一

例
と
し
て
、
送
電
網
増
強
前

（
左
）
と
増
強
後
（
右
）
の
卸

売
電
力
価
格
の
変
化
を
示
し
た

も
の
だ
。都
市
を
結
ぶ
実
線
は
、

増
強
さ
れ
た
送
電
線
を
示
す
。

　
送
電
網
増
強
以
前
は
、
太
陽

光
発
電
が
増
え
た
ア
タ
カ
マ
砂

漠
周
辺
で
卸
売
電
力
価
格
が
ほ

ぼ
ゼ
ロ
ま
で
下
落
し
た
。一
方
、

需
要
の
中
心
地
で
あ
る
首
都
サ

ン
テ
ィ
ア
ゴ
や
、
ア
ン
ト
フ
ァ

ガ
ス
タ
な
ど
北
部
の
鉱
業
地
帯

で
は
価
格
は
高
止
ま
り
し
た
ま

ま
だ
っ
た
。
一
方
、
送
電
網
増

強
以
後
は
全
国
的
な
市
場
統
合

が
実
現
し
、
ア
タ
カ
マ
砂
漠
周

辺
で
の
安
価
な
太
陽
光
発
電
を

国
家
全
体
で
広
域
的
に
享
受
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
著
者
ら
の
デ
ー
タ
分
析

で
は
、
送
電
網
増
強
は
単
に
既

存
の
発
電
所
の
有
効
利
用
に
よ

り
全
国
の
電
力
生
産
費
用
を
下

げ
る
（
広
域
的
メ
リ
ッ
ト
オ
ー

ダ
ー
）
だ
け
で
は
な
く
、
新
規

の
再
エ
ネ
電
源
へ
の
投
資
を
促

し
た
こ
と
も
示
し
た
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
送
電
網
増
強
が
な

い
状
況
で
は
た
と
え
再
エ
ネ
に

適
し
た
土
地
で
も
、
長
期
的
な

投
資
利
益
が
出
な
い
た
め
新
規

の
電
源
建
設
が
抑
制
さ
れ
る
。

し
か
し
送
電
網
増
強
が
進
め
ば

投
資
利
益
が
大
き
く
な
り
、
新

規
の
再
エ
ネ
電
源
建
設
が
促
進

さ
れ
る
。
チ
リ
の
デ
ー
タ
で
は

こ
う
し
た
投
資
家
の
行
動
が
実

際
に
観
察
で
き
た
。

　
通
常
、
送
電
網
増
強
の
費
用

対
効
果
分
析
で
は
、
新
規
電
源

へ
の
投
資
促
進
効
果
は
見
過
ご

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り

従
来
の
費
用
対
効
果
分
析
は
、

送
電
網
増
強
の
便
益
を
過
小
評

価
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

新
規
電
源
へ
の
投
資
促
進
効
果

も
加
味
す
る
と
、
チ
リ
で
の
約

億
㌦
の
送
電
網
増
強
は
、
発

電
費
用
と
電
力
価
格
を
約
８
％

下
げ
、
こ
の
便
益
を
基
に
計
算

す
る
と
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
要
し

た
費
用
は
約

年
以
内
に
回
収

で
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
チ
リ
は
世
界
に
先
駆
け
て
再

エ
ネ
促
進
の
た
め
の
送
電
網
増

強
を
成
功
さ
せ
た
と
い
え
る
。

ま
た
電
力
市
場
の
詳
細
な
デ
ー

タ
を
完
全
公
開
し
て
い
る
点
も

先
進
的
だ
。
日
本
の
電
力
市
場

で
も
世
界
各
国
と
同
様
に
卸
売

市
場
の
入
札
デ
ー
タ
を
含
め
た

情
報
公
開
が
進
め
ば
、
公
平
な

市
場
競
争
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、
よ
り
良
い
市
場
設
計
の

検
討
や
投
資
家
へ
の
透
明
性
の

高
い
情
報
提
供
に
つ
な
が
る
。

　
日
本
で
も
送
電
網
の
増
強
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
最
重
要
課

題
の
一
つ
だ
。
再
エ
ネ
の
出
力

抑
制
問
題
は
多
発
し
て
お
り
、

日
本
政
府
が
今
後
さ
ら
な
る
再

エ
ネ
の
増
強
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
チ
リ
の
経

験
は
参
考
に
な
る
。
日
本
特
有

の
問
題
と
し
て
、
地
域
独
占
の

歴
史
が
長
か
っ
た
こ
と
で
各
地

域
を
つ
な
ぐ
連
系
線
の
容
量
が

小
さ
く
、
全
国
的
な
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
系
統
運
営
を
す
る

う
え
で
障
害
に
な
っ
て
い
る
点

も
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
を

中
心
と
し
た
公
的
組
織
が
将
来

を
見
据
え
た
検
討
を
重
ね
て
い

る
。
ま
ず
は
公
平
な
全
国
的
系

統
運
用
の
制
度
設
計
を
整
え
る

こ
と
が
最
も
重
要
だ
が
、
そ
の

う
え
で
再
エ
ネ
普
及
や
災
害
対

応
と
い
っ
た
長
期
的
便
益
を
考

慮
し
た
送
電
網
イ
ン
フ
ラ
構
築

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


